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２学期がスタートしました
が つ き

みなさん，元気に２学期を迎えることができましたか。毎日のように、暑い日が続い
げん き がつ き むか まい にち あつ ひ つづ

ていますが、こまめに水分補給をしたり、しっかりと食べたりして、体を大事にしま
すい ぶん ほ きゆう た からだ だい じ

しょう。そして、２学期もどんどん図書室を利用してくださいね。
がつ き と しよ しつ り よ う

夏休みに借りた本２冊は、２８日（木）までに学級ごとに返
なつ やす か ほん さつ にち もく がつ きゆう かえ

しに来てください。２８日（木）から、貸し出しをスタートしま
き にち もく か だ

す。

「読書の秋」が、始まるよ
ど く し よ あ き は じ

間もなく９月に入ります。まだまだ暑い日が続くのではないかと思いますが、季節
ま はい あつ ひ つづ おも き せつ

は確実に秋へと向かっています。
かく じつ あき む

ところでみなさん、図書室は何のためにあるのでしょうか。「本を読むため」「本
と しよ しつ なん ほん よ ほん

を借りるため」「調べ学習をするため」と多くの人が答えるでしょう。でも、もう一
か しら がくしゆう おお ひと こた ひと

つ大切なことがあります。それは、「息抜きをするため」です。疲れた心や体を休
たい せつ いき ぬ つか こころ からだ やす

めたり、好きな本や図鑑、新聞などを見てくつろぐところでもあります。
す ほん ず かん しん ぶん み

図書室が、いごこちのよい場所になるように、これからも、みんなでルールを守
と しよ しつ ば しよ まも

って利用しましょう。
り よう

「読書の秋」の 意味は
ど く し よ あ き い み

読書の秋は、秋の過ごしやすさを伝える意味で使われます。暑くて過ごしにくい夏に比
どく しよ あき あき す つた い み つか あつ す なつ くら

べて、活動しやすい秋は、やる気も起こりやすく集 中 力も持続しやすいでしょう。
かつ どう あき き お しゆうちゆうりよく じ ぞく

また、秋は夜が長く一人静かに過ごせる時間も増えます。静かで過ごしやすい時間
あき よる なが ひと り しずか す じ かん ふ しず す じ かん

が増えれば、読書もはかどることでしょう。
ふ どく しよ

つまり、「読書の秋」は、秋の過ごしやすさや夜の長さを表す言葉でもあります。読書
どく しよ あき あき す よる なが あらわ こと ば どく しよ

は、「夏の暑さが過ぎて、過ごしやすい季節が来たときに取り組みやすいもの」の代表格
なつ あつ す す き せつ き と く だいひようかく

なのです。


